
 

別記様式第４号 

 

県民意見の反映状況について 

 

                            宮 城 県 

 

 平成２０年度に行った政策評価及び施策評価において，提出のあった意見の概要

及びその反映状況は，以下のとおりです。 

 

記 

 

１ 意見募集期間 

  平成２０年６月１１日（水） ～ 平成２０年７月１０日（木） 〔３０日間〕 

 

２ 意見提出件数 

  １２件（１人から提出） 

 

３ 意見の整理の考え方 

  政策ごとに意見を整理 

 

４ 提出された意見の概要及び反映状況 

 

 
分 

野 
政策・施策名 意 見 の 概 要 

評価

結果
意 見 の 反 映 状 況 

１ 
県民意見の募集方法に

ついて 

 

・「意見を募集しているこ 

と」をもっとアピールしてほ

しい。この行政評価は，県の

ビジョン，つまり県の骨格に

なっているはずで，県のほと

んどの部署に関係するもの。

県 ホー ム ペ ージ の ト ップ ペ

ージの「各種募集」の中に入

っ てい る べ きも の と 思わ れ

る。トップページに，目立つ

よ うな 一 項 目が あ っ ても お

かしくはないのではないか。

県民のほとんど，企業の多く

が，どこかの政策・施策に関

わる,あるいは関心があるは

ず。その部分だけでも意見を

も らえ る よ うに ア ピ ール し

てはどうだろうか。意識調査

等で,(県が何をしているか）

わ から な い とい う 意 見が 多

いのも，アピールの仕方が足

りないからではないか。 

― 

 

・来年度の意見募集では，い

ただいた御意見を参考に，ホ

ームページを活用する等，積

極的に呼びかけていきたいと

考えています。 
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 分野 政策・施策名 意 見 の 概 要 
評価

結果
意 見 の 反 映 状 況 

２ 
県民意見の募集方法に

ついて 

 

・意見募集の締め切りは，で

き れば 政 策 評価 部 会 が終 わ

ってからにして欲しい。傍聴

す れば 担 当 部署 の 説 明を 聞

くことができるので。今は傍

聴する人が少ないにしても。

部 会を 傍 聴 でき る こ とも ア

ピールし，傍聴する人も増や

すべき。 

 

― 

 

・来年度の意見募集期間につ

いては,いただいた御意見を

参考に検討していきます。 

 また，部会の傍聴について

は,ホームページ等を活用し，

積極的に呼びかけていきたい

と考えています。 

３ 
県民意見の募集方法に

ついて 

 

・｢出前講座｣で,｢行政評価」

のメニューを｢132ビジョン」

の説明の中で行うほかに,つ

くって欲しい。 

 また，取りまとめが終わっ

た後に，結果報告を開催して

欲しい。来年は意見を出そう

という人が増えるように。 

 

― 

 

・みやぎ出前講座に「行政評

価」のメニューを作り，その

中で結果報告も行っていきた

いと考えています。 

４ 

県ホームページのトッ

プページのメニュー構

成について 

 

・できれば，「県政情報」の

項目のひとつに，「県のビジ

ョン」があってもおかしくは

ないと思う。行政評価を行う

際に，県のビジョンはどうな

っ てい る の かを す ぐ に見 る

ことができる。また，県はこ

ん なビ ジ ョ ンが あ る こと を

多 くの 人 に 知っ て も らう こ

とにつながる。 

(計画･プラン･構想の中とは

別に，入り口をつくるべき)

 

― 

 

・いただいた御意見を参考 

に，県ホームページのトップ

ページ「県政情報」の項目に

「宮城の将来ビジョン」を新

たに追加し，アクセシビリテ

ィを向上させます。 

５ 県民意識調査について 

 

・｢県民意識調査の結果｣は，

意 見募 集 開 始時 に 発 表し て

ほしい。「県民意識調査の結

果」がホームページにアップ

されたのが７月１日。政策評

価・施策評価の中に県民意識

調 査の 数 値 が出 さ れ てい る

ので，どのような調査だった

か を詳 し く 見る た め に意 見

募 集の 開 始 時に は 結 果も ア

ップして欲しい。あるいは，

結 果が ア ッ プさ れ る 日を そ

の とき に 示 して お い て欲 し

い。（ホームページを頻繁に

チ ェッ ク す るわ け で はな い

ので） 

― 

 

・来年度は意見募集開始時に

調査結果の公表ができるよう

に努めます。 
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 分野 政策・施策名 意 見 の 概 要 
評価

結果
意 見 の 反 映 状 況 

６ 
政策評価・施策評価基

本票について 

 

・県でいろいろな計画がある

が，それとのつながりがわか

るような表記が欲しい。「関

連する計画」という項目が欲

しい。具体的な政策・施策に

ついて，それぞれの計画等の

審議会等で，検討されている

ものもあるので。そちらで検

討・評価されているものは，

そ れら の 審 議会 の 議 事録 等

が参考にできるので。施策に

関 する 社 会 経済 情 勢 等の 状

況（計画等策定の状況）の中

に，文言ではいっているもの

もあるが。 

 

― 

 

・関連する計画等がある場合

は必要に応じて基本票に記載

していますが，来年度以降，

基本票の記載内容の充実に努

めます。 

７ 
政策評価・施策評価基

本票について 

 

・継続・見直しの判断がわか

りにくい。「順調・概ね順調」

だから「継続」なのか，それ

とも「見直しが必要（見直し

が可能，縮小）」なのか。「や

や遅れている・遅れている」

から，今まで同様「継続」し

なければならないのか，「見

直しが必要」なのか。「見直

す」というのも，「縮小」「拡

充」の両面があるので，その

違 いが わ か るよ う な 表記 が

あるといい。（基本票の要旨

Ｐ．６～９）該当する評価シ

ー トを 見 れ ばい い の だろ う

が，ここでもわかると見やす

い。 

 

― 

 

・事業構成の方向性に係る継

続・見直しの判断については，

「方向性の理由」の欄に記載

していますが，来年度以降，

基本票の記載内容の充実に努

めます。 

 なお，基本票の要旨６ペー

ジから９ページの一覧表につ

きましては，誤解等を避ける

ため，必要最低限の情報を掲

載しています。見直し内容の

詳細については，各評価シー

トを御覧願います。 

８ 
政策評価・施策評価基

本票について 

 

・基本票の要旨のＰ.４｢遅れ

ている」が該当なしであり，

「やや遅れている」が４件で

あるので，ここで記載してほ

しい。(なにが遅れているか

がわかるように) 

 

 

― 

 

・いただいた御意見を参考 

に，基本票の要旨の見直しを

行います。 
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 分野 政策・施策名 意 見 の 概 要 
評価

結果
意 見 の 反 映 状 況 

９ 
政策評価・施策評価基

本票について 

 

・事業分析シートの，区分，

重点・非予算の意味がわから

ない。「非予算的手法」の中

にも，事業費のあるものとな

いものがある。基本票の用語

集などがあると便利。 

 

 

 

 

― 

 

・「重点」とは宮城の将来ビジ

ョン行動計画の期間内に県と

して優先的・重点的に取り組

む事業のこと，また，「非予算

」とは非予算的手法（予算額

がゼロあるいは小額であって

も,行政が有している規制力，

調整力，信用力などを発揮し

たり，県の財産，情報や職員

のアイディアなどを最大限活

用することで大きな成果を上

げていこうとする手法）のこ

とを示しています。用語の説

明等，基本票の記載内容の充

実に努めます。 

 

10 
政策評価・施策評価基

本票について 

 

・効率的かどうかは，費用だ

けでみていいものか。 

県 職員 の 人 件費 が 含 まれ て

いないが，外部に委託する場

合は，人件費を含むものとな

る。たとえば，「施策２８」

の「事業名 マイバッグキャ

ンペーン」は，非予算的手法

だからか，効率性の記述がな

いが，職員のかかる時間が軽

減 され る か どう か で 記述 可

能 なも の も ある の で はな い

か。事業費があるものであっ

ても，マンパワーの効率化に

つ いて の 検 討は 重 要 と考 え

られる。その上で，必要なも

の は増 や す こと も 必 要で は

ないか。たとえば「施策１３

次 代を 担 う 子ど も を 安心 し

て 生み 育 て るこ と が でき る

環境づくり」の「子ども虐待

対策事業」は，「ひとりあた

り２００件以上」なので「効

率的」とあるが，今の社会情

勢 から み る と虐 待 へ の相 談

が増え，かつ内容も変化する

ことが予測され，相談する人

の スキ ル ア ップ を は かる 時

間の確保のためにも，人を増

や すこ と も 必要 に な るだ ろ

う。 

 

 

― 

 

・事業分析シートの効率性に

ついては，単位当たり事業費

の状況から見て，事業が効率

的に行われたかという視点で

行っています。非予算的手法

については，事業費がゼロ又

は小額額のため効率性の記述

をしていません。 

 効率性の評価方法について

は，引き続きより適切で，分

かりやすい説明が行えるよう

な工夫に努めていきたいと考

えています。 
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 分野 政策・施策名 意 見 の 概 要 
評価

結果
意 見 の 反 映 状 況 

11 

人
と
自
然
が
調
和
し
た
美
し
く
安

全
な
県
土
づ
く
り 

(政策番号 11) 

経済・社会の持

続 的 発 展 と 環

境保全の両立 

(施策番号 28） 

廃 棄 物 等 の ３

Ｒ(発生抑制・

再使用・再生利

用)と適正処理

の推進 

 

 

事業名「マイバッグキャンペ

ーン」 

・実施団体数は，１店舗が１

団体なのか？（たとえば”宮

城生協”で１団体か，宮城生

協○○店で，１団体か） 

―

 

・実施団体数の捉え方につい

ては，店舗の数ではなく，商

工会やみやぎ生活協同組合の

ように協力団体の数を実施団

体数としています。 
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人
と
自
然
が
調
和
し
た
美
し
く
安
全
な
県
土
づ
く
り 

（政策番号 

１１） 

経済・社会の持

続 的 発 展 と 環

境保全の両立 

（施策番号 

２８） 

廃 棄 物 等 の ３

Ｒ（発生抑制・

再使用・再生利

用）と適正処理

の推進 

 

事業名「３Ｒ推進普及啓発演

劇上演事業」 

・学校ではどのような形で実

施されているのか。総合学習

の一環・学校行事・ＰＴＡ行

事か。小学校であれば何年生

が対象なのか。４年の社会や，

５，６年の家庭科でゴミにつ

いて学ぶと思うが，そことの

連携が図られているか。学校

の中での３Ｒはどうなってい

る か な ど の ア ン ケ ー ト を し

て，効果をチェックするとい

いと思う。学校としては費用

がかからないので，要望が途

切れないと思われるが，以前

に比べて，３Ｒについては，

かなりマスメディアでも啓発

され，（特に，マータイさんに

よるＭＯＴＴＡＩＮＡＩをき

っかけとして）３Ｒについて

話のできる人・ＮＰＯも増え

ているはず。普及啓発につい

ては，内容を検討し，次の段

階にうつってはどうか。たと

えば，３Ｒ授業を公募して助

成（たとえば１０万円の補助

×２０校または先生）し，そ

の結果を県のホームページで

紹介するなど。先生のスキル

アップにつながればメリット

は大きい。 

―

・当該事業は，県内の小学校

等においてごみに関する理解

を促す内容の子ども向け演劇

を上演し，子どもたちに楽し

みながら環境問題を学んでも

らい，家庭や地域におけるご

み減量化やリサイクルの実践

拡大を図ることを目的に実施

しています。 

本演劇は，主として，小学

校の中・高学年を対象とした

シナリオとなっていますが，

低 学 年 の 子 ど も た ち や 保 護

者 等 に も 観 劇 し て い た だ け

る内容となっています。観劇

後は，副読本を活用したフォ

ロ ー ア ッ プ 授 業 も 行 っ て い

ただいており，さらに，子ど

もたちに対してアンケートを

実施し，その集計結果につい

ては，今後の教育の場におけ

る３Ｒの取組に活用していた

だくよう依頼しています。な

お，本演劇の上演等につきま

しては，環境教育の一環とし

て 活 用 い た だ い て い る も の

と捉えていますが，その位置

づ け や 他 教 科 と の 連 携 に つ

いては，各学校の判断により

対応いただいています。  

循環型社会の形成に向けた

当該事業を含む廃棄物の３Ｒ
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 分野 政策・施策名 意 見 の 概 要 
評価

結果
意 見 の 反 映 状 況 

12 

人
と
自
然
が
調
和
し
た
美
し
く
安
全
な
県
土
づ
く
り 

（政策番号 

１１） 

経済・社会の持

続 的 発 展 と 環

境保全の両立 

（施策番号 

２８） 

廃 棄 物 等 の ３

Ｒ（発生抑制・

再使用・再生利

用）と適正処理

の推進 

 

（前ページから続き） 

そして，必要な費用以外を他

の事業に振り分けてもいい頃

かと思う。県としては，市町

村がやりにくい，事業者に対

する事業をもっと拡充してほ

しい。 

 

―

（前ページから続き） 

と適正処理の推進の施策に対

しては，県民の関心度（重視

度）が非常に高くなっていま

すので，県では，廃棄物や環

境問題について興味・関心が

あり勉強したい方に対して，

みやぎ出前講座事業の中で，

３ Ｒ 講 座 を 実 施 し て い る ほ

か，今年度から新たに，宮城

県環境教育リーダー（教えて

エコ先生）派遣事業を始めて

います。 

今回御提案のありました御意

見等につきましては，今後の

３Ｒ事業の推進の際に参考と

させていただきます。 
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